
 

 

 

２０２３.５．１  

 暖かく気持ちのよいぽかぽか陽気と共に、新年度がスタートしました。４月のはじめ、保育者に 

「こぐまぐみさん」と呼ばれてもまだ慣れない様子の子どもたち。「今日からこぐまぐみさんだね」と伝

えると、少し照れくさそうに笑っていましたが、もう 1 回「こぐまぐみさん」と呼ぶと、「はーい！」

と元気いっぱいの大きな声で応えてくれました。今年度も子ども一人一人の気持ちに寄り添いながら、

みんなで楽しく過ごしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

  

こぐまぐみだより 

こぐま組のお気に入り♪ 

 読み聞かせや紙芝居が大好きなこぐま組の子どもたち。

そのなかでも、みんなが食い入るように見ているのが、よし

ととひうた作の紙芝居、「ハミガキヨロシク」です。歯磨き

が苦手な男の子のお話で、お話の中でも歯磨きが楽しくな

るような歌が流れます。子どもたちも人差し指を歯ブラシ

に見立て、「シュッシュッシュ～♪」と歌いながら手を動か

しています。歌が終わると、「ピカピカになったよ！」「じ

ょうずにみがけた！」と、大きな口を開けて見せてくれま

す。紙芝居が終わっても「もういっかいみたい！」とリクエ

ストし、繰り返し見ている、みんなの大好きなお話です。 

５月の行事予定 

 ９日（火） 身体測定 

２５日（木） 避難訓練 

カエルさんをみつけたよ！ 

 ある日、小園庭で遊んでいると、草むらでガサガサッと動くなにかの影が・・・。よく見てみると、なんと、

大人の手のひらほどの大きさのトノサマガエルがいました。子どもたちは大きなカエルを見て、「きゃー！！」

「カエルだ！」と大興奮でした。保育者がカエルを虫かごに入れると、虫かごの中を覗き込み、観察を楽しん

でいました。始めは「こわい～」と遠巻きに見ていた子も嬉しそうに観察をする友だちを見て興味を持ったの

か、恐る恐る虫かごの中を覗き込んでみていました。じっとカエルを見て、慣れてくると 

「かわいい！」と笑顔で伝えてくれました。観察の後も、「ピョーン、ピョーン」とその場 

でカエルを真似てジャンプをする子や、「ケロケロ」とカエルになりきっておしゃべりを楽しむ 

子、「かえるのうた」を口ずさむ子など、トノサマガエルに夢中だった子どもたちでした。 

５月のこぐまぐみ 

 天候のいい日は戸外に出て、春

の自然に触れて遊びたいと思いま

す。 

 室内では、ホールで身体を動か

して遊んだり、様々な素材を使っ

て製作遊びをしたりして楽しみま

す。 
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